
1991 年( 平成3 年) 2 月25 日 あ だ ち 広 報

あ
だ ち 広 報

第897 号( 1)

発行/ 東京都足立区 〒120 足立区千住一丁目4- 18 ( 3882) 1111 編集/ 企画部広報課

扇
彫
刻
の
あ
る
公
園

区では「調和のとれた心豊かな住みよい足立」を目指して様々
な施策、事業を展開しています。これらの事業を積極的に推進す
るため。区や公社では。組礎やいく つかの● 業でシンボルマーク
を定めています。シンボルマークを活用することによって。施策
や事業推進へのチャレンジ精神を内外に表すとともに、とか< 難
しく思われがちな区や公社の事業を、・親しみのもてる● 業にして
いこうというものです。ここで、その一部をご紹介します。
さて。皆さんはいくつご存知でしょうか?クイズにしました

ので、ぜひ、挑戦してみてください。解答方法は、マークに該当
する組織や事業名を下段左の@～( S) の中から選んでください。
< 答えは8 面に掲載>

ご

存

知
で
す
か

、

こ
の
マ
ー

ク

2
1

世
紀
あ

だ

ち
に
向
け

活
躍
す
る

シ
ン
ボ

ル
マ

ー

ク
た
ち

( 1)まさに足立区の顔 と言えるマ ー
ク。足立区の「A 」をもとに、水と
緑、都市と人間、自然などとの調和
を表現し ています。

( 2)ご覧になってすぐ分かるとおり、
皆さんの老後の生活設計に深くかか
わりのあるマークです。

( 3)区民のまちづくり活動を支援し、
潤いのある景観形成、区の施設補修、
区営住宅管理等を行い、快適なまち
づくりに努めています。

( 4) 21世紀の男女共生社会を目指し 、
女性行動計画の推進や女性問題解決
のための各種講座、講演会、女性相
談など様々な事業を行っています。

( 5)体育、スポーツ、レ クリェーショ
ンの振興および競技力の向上を目指
すとともに。区民の健康保持、体力
増進と友情の輪を広げます。

( 6)文化・スポ ーツ施 設の 管理運営
と、各種の事業を区民に提供。生涯
学習事業を推進し、文化の向上とコ
ミュニティの育成を図っています。

( 7)中小企業勤労者の福利厚生事業を
中心に、勤労福祉会館の管理運営お
よび内職・パート の相談、技能講習
を行っています。

( 8)生垣緑化。緑の協力員の設置、保
存樹の指定、プチテラスの設置など、
緑の豊かなまちづくりを進めていま
す。

( 9)花火大会やクリーンリバー、足立
まつりなど、荒川を舞台に繰り広げ
られるイベントを中心に、区民のコ
ミュニティ育虞を図ります。

( 10)まちづくりフ ォーラムの開催や防
災生活圏モデル事業。コミュニティ
住環境整備事業など、安全で快適な
まち足立を目指し ます。

( 11)おとしよりをはじめ、自宅での生
活に手助けが必要な方に、地域の方
の協力を得て有料の家事・介護援助
サービスを提供し ています。

( 12)災害時の安全な避難路、延焼遮断
帯を整備するため、不燃建築物を建
てる方への助成や相談を 行い、災害
に強いまちづくりを目指します。

( 13)区民が、外国の市民とあらゆる分
野で交流を行い、相互理解と友情の
きずなを深めることができるよう支
援し ています。

( 14)開かれた区政の代表的窓口。公文
書の公閧や区が作成した行政刊行物
を収集。閲覧や資料の貸し出し など
で情報提供を行っています。

@足立区のシンボルマーク ⑤コミ
ュ テ イ文化・スポーツ公社 ○ ま
ちづくり公社 ○ 国際親善協会 ⑤
勤労福祉サービスセンター( ゆう) ( E)
あいあい公社 ⑤体育協会 ○ 国
民年金課 ①情報公開Q) 女性総合
センターcCGG 事業( D まちづ
くり事業( l ) 緑化推進事業 ⑧不燃
化促進事業

葦
立
ち

足
立
区
は
川
に
囲
ま
れ
、

川
か
ら
大
き
な
恵
み
を
受
け

て
き
ま
し
た

。
川
は

、
生
活

の
中
に
生
き

、
親
し
ま
れ
、

大
切
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
都
市
化
の
進
展
と

共
に
、
豊
か
な
流
れ
と
澄
ん

だ
川
面
は

、
生
活
排
水
や
工

場
排
水
で
汚
れ
、
再
生
が
難

し
い
状
態
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た

。
そ
の
典
型
が
綾
瀬

川
で
す

。
残
念
な
が
ら
日
本

で
一
番
汚
れ
た
川
で
す
。
私

た
ち
は
今

、
精
神
的
な
豊
か

さ
を
生
活
の
中
に
求
め
て
い

ま
す
が
、
そ
の
象
徴
が
川
で

し
ょ
う

。
区
は
こ
の
た
め
清

流
を
取
り
戻
そ
う
と

、
下
水

道
の
整
備
や
毛
長
川
の
浄
化

実
験
、
ク
リ
ー
ン
作
戦
等
を

展
開
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

取
り
組
み
の
中
で

、
う
れ
し

か
っ
た
の
は
、こ
の
事
業
に
多

く
の
区
民
の
方
々
の
参
加
と

協
力
が
あ
っ
た
こ
と
で
す

。

そ
し
て
こ
の
2

月
7
日

、

建
設
省
や
沿
川
自
治
体
と
第

五
回
河
川
懇
談
会
を
開
き

、

共
に
綾
瀬
川
の
た
め
に
何
が

で
き
る
か
議
論
し
ま
し
た

。

こ
れ
ら
の
様
々
な
試
み
と

沿
川
で
生
活
し

働
く
人

々

が
、
日
々
の
営
み
の
中
で
努

力
を
重
ね
て
い
く
こ
と
が
こ

の
川
の
再
生
に
つ
な
が
る
の

で
す

。
人
と
川
が
共
存
で
き

る
ま
ち
を
共
に
つ
く
っ
て
い

く
行
為
の
一
つ
ひ
と
つ
が
地

球
を
守
る
こ
と
に
な
る
の
だ

と
信
じ
ま
す
。

区長

古性直
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もっともっと 開かれた区政をめざして
区
で
は
、
区
民
の

旨
さ
ん
の
理
解
と
信
頼
に
基
づ
く
開
か
れ
た
区
政
を
推
進
す

る
た
め

、
情
報
公
問

制
度
と
広
聴
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
区
政
へ
の
区
民
参

加
か
ま

す
ま
す
璽
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
今
日
、
区
民
の
皆
さ
ん
に
も
っ
と
区
の

こ
と
を
知
っ
て
い
た

だ
き
、
ま
た
、
意
見
も
区
政
に
反
映
で
き
る
よ
う
、
こ

れ
ら

の
施
策
の
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
区
政
に
区
民
の
皆
さ
ん
の

声
が
ど
の
よ
う
に
反

映
さ
れ
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
情
報
が
公
聞
さ
れ
て
い
る
か

を
紹
介
し
ま
す
。
区

政
は
、
区
と
区
民
の
皆
さ
ん
の
共
同
作
品
で
す
。
よ
り
良
い

足
立
づ
く
り
に
力
を
合
わ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

知
り
た
い
こ
と
、

あ
る
ん
で
す
が

ハ
イ
、情
報
公
開
制
度
で
ど
う
ぞ

情
報
公
開
制
度
っ
て
何
?

情
報
公
鬨
制
慶
と
は
、
区
が

痔
っ
て
い
る
様
々
な
哢
報
を
、

区
民
の
皆
さ
ん
か
必
要
な
と
き

に
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ

れ
を

椎
利
と
し
て
保
障
す
る
制
慶
で

す
。公

文
書
は
原
則
と
し
て

、
す

べ
て
公
閲
し
ま
す
。
公
開
で
き

な
い

も
の
は
、
個
人
の
フ
ラ
イ

バ
シ
ー
に
か
か
わ
る
惴
報

、
会

社
や
個
人
営
業
に
関
す
る
情
報

で

、
公
闃
す
る
と
こ

れ
ら
の
利

益
を
損
な
う
も
の

。
ま
た

。
公

開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
区
政
運

営
に
支
障
が
生
じ
る
も
の

。
そ

の
他
法
令
等
で
公
聞
で

忝
な
い

と
さ
れ
て
い
る
も
の
な
ど
一
部

の
文
一

に
限
ら
れ
ま
す

。

―

情

報

公

開
―

足
立
区
の
特
色
は

誰
で
も
請
求
で

き
る
こ
と
が

特
色
の
ま
ず
傘
一
点
で
す

。
区

民
の
方
は
も
ち
ろ
ん

、
そ

れ
以

外
の
方
で

も

、
具
体
的
な
請
求

理
由
か
あ
れ
ば
、
公
闘
に
応
じ

ま
す

。
こ
れ
は

、
足
立
区
に
関

心
の
あ
る
人
に
は

、
す
べ
て
公

鬨
し
て
い
こ

う

、
と
い
う
考
え

に
基
づ
い
て
い
る
か
ら
で

す
。

第
二
は

、
公
開
対
象
文
書
に

は

。
意
思
決
定
迴
程
の
又
書
も

含
ま
れ
る
こ
と
で
す

。
他
の
自

治
体
で
は

、
行
政
の
意
思
決
定

飯
の

艾
一

公
聞
が
一
般
的
に
な

っ
て
い
ま
す

。
こ
う
し
た
な
か

で
足
立
区
は

、
区
民
参
加
の
推

進
を
図
る
た
め
に
は

、
意
思
決

定
過
程
で
区
民
の
意
見
が
反
映

さ
れ
る
こ
と

が
不
可
欠
と

考

え

、
公
開
し
て
い
ま
す

。

こ
う
い
う
こ
と
も

公
開
し
ま
し
た

平
成
元
年
度
に
公
開
し
た
情
報

情
報
公
鬨
制
度
も

、
年
々
区

民
の

皆
さ
ん
の
身
近
な
も
の
と

な
り

、
平
成
元
年
度
に
は
1
8
1件

の
請
求
が
あ
り
声

‥
)た
(

請
求

内
容
の
内
訳
は

表
1
参
照
)
。

具
体
的
な
例
と
し
て
は

。1

、
住
区
セ
ン
タ
ー
の
簟
理
・

運
営
要
綱
の
公
開
購
求

2
、
千
住
公
園
の
完
成
予
想
図

等
の
公
開
請
求

3
、
教
膏
セ
ン
タ
ー
や
他
の
施

般
の
平
面
図
等
の
公
闘
請
求

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
了

は
、区

民
に

最
も
身
近
な
篦
設
で

あ
る

庄
区
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
、
地

域
住
民
の

意
見

が
反
映
さ
れ
る

仕
岨
み
に
な
っ

て
い
る
か
ど
う

か
知
り
た
い
、

と
い
う
理
由
か

ら
請
求
さ
れ
た

も
の

で

す
。
2

は
、
造

園
中
の

千
住
公
園
の
近

隣
の
区
民
か
ら

の
も
の
で
、
新

し
く
で
き
る
施

設
へ
の
皆
さ
ん

の
関
心
の

高
さ

が
う
か
が
え
ま

す
。
3
は
、
建
築

を
勉
強
中
の

学

生
さ
ん
か
ら
の

請
求
で
あ
り
。

い
ろ
い
ろ
な
方

に
、
情
報
公
聞
制
度
か
浸
透
し

て
き
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
必
要
な
情
報
を
提
供
-
i

報
公
開
コ
ー
ナ
J

表1 平成元年度情報公開請求の内訳

見
た
い
資
料
がす

ぐ
捜
せ
ま
す

行
政
賢
料
室
へ
は

。

「
学
校
の
新
聞
に
載
せ
る
の

で
舎
人
地
域
の
歴
史
を
調
べ
た

い

」「
社
内
報
で
足
立
の
最
近
の

畍
さ
を
記
事
に
し
た
い

」な
ど

、

様
々
な
目
的
を
持
っ
た
人
か
肪

れ
奪
歹

。

こ
の
よ
う
な
皆
さ
ん
の
要
望

に
ス
ム
ー
ズ
に
こ
た
え
る
た
め

に
開
発
さ
れ
た
の
か
「
行
政
費

料
検
索
シ
ス
テ
ム
」
で

す
。

知
り
た
い
行
政
陦
報
が
ど
の

資
料
に
覗
っ
て
い
る
か
。
そ
の

資
料
が
貸
し
出
し
中
か
ど
冫

か

を
、
よ
り
速
く
、
正
確
に
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

魯
名
に
よ
る
検
索
は
い
う
ま

で
も
な
く
;
ま
ち
づ
く
P
な

ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
眥
(

力
す
る

と

、
。ま
ち
づ
く
P

に
関
す
る

賢
科
の
一
覧
か
回
面
に
表
示
さ

れ
ま
す

。
も
ち
ろ
ん
著
者
名
か

ら
も
倹
索
で

き
ま
す

。

区
の
崎
報
提
供
の
方
法
も

、

区
民
の
皆
さ
ん
の
利
用
し
や
す

い
よ
う

、
横
々
な
工

夫
が
さ
れ

て
き
て
い
ま
す

。
ぜ
ひ
一
度

、

区
政
賢
料
室
を
ご
利
用
く
だ
さ

い

。

区政資料窒には役立つ資料がい っぱい

わ
た
し
の
声
も

届
き
ま
す
か
…

ハ
イ
、広
聴
制
度
が
あ
り
ま
す

広
聴
制
度
っ
て
何
?

区
政
へ
の
意
見

、
要
望
を
い

ち
早
く
つ
か
み

、
施
策
に
具
体

的
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

ホ

す
ま
す
璽
要
に
な
っ
て
い
ま

す

。

住
民
の
愚
向
を
施
策
に
反
映

さ
せ
る
仕
組
み
を
広
聴
制
度
と

い
い
ま
す
。

区
で
行
っ
て
い
る

主
な
も
の

は

、
広
聴
は
が
き

、
区
政
モ
ニ

夕
1

、
世
論
調
査

、
区
政
を
梧

り
合
う
会
な
ど
で
す

。

今
回
は

、
広
聴
は
が
き
(
区

政
へ
の
日
ご
ろ
の
ご
意
見
な
ど

を
は
が
き
で

お
香
せ
い
た
だ
く

制
度
)
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て

、

紹
介
し
ま
す

。

交
通
安
全
の
地
域
リ
ー
ダ
ー

地
域

交

通

安

全

活

動

推

進

委
員

制

度

が

発

足

区
内
で
は

、
交
通
事
故
が

増
加
し
て
い
ま
す

。
昨
年
の

発
生
件
数
は
2

千
6
4
5件

、
死

傷
者
数
は
3
千
8
0
人
(

う
ち

死
亡
者
は
3
6人
)

と

、
昭
和

4
8年
以
来
の
最
も
悪
い
紀
録

と
な
っ
て
い
ま
す

。

こ
の
事
態
に
対
5
す
る
た

め
誕
生
し
た
の
か
「
地
域
交

通
安
全
活

動
推
進
委
員

制

麦
」
で
す

。
郡
公
安
委
貝
会

の
委
嘱
を
う
け
た
委
員
は

。

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
違

法
駐
車
や
交
通
事
故
の
防
止

活
動
を
し
て
い
さ
ま
す
。

推
進
委
員
は

、腕
章

。バ
ッ

チ
を
つ
け
て
い
ま
す

。
ご
協

力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す

。

く
わ
し
く
は

中
央
京
町

庁
舎
・
地
域
振

興
課
交

通
安
全
主

査

　

(
3
8
8
0
)
5
1
7
3

、

千
生
警
察
署

　
(
3
8
7
9
)
O
1
1
0

、
西
新
井
響

桑
署

　
(
3
8
5
2
)
0
1
1
0

、
峻
瀬
警
察
署

　
(
3
6
2
0
)
0
1
1
0

どこでどういう手続きを…

情 報 公 開

手
続
き
は

千
住
の
本
庁
舎

の
I

階

、
ま
た
は

、
中
央

本
町
庁
舎
2
階
の

「
情
報

公
開
コ

ー
ナ

ー
」
へ

。
郵

送
に
よ
る

請
求
、
電
話
に

よ
る
相
談
も
で
き
ま
す
。

請
求
後
は

公
開
、
非
公
開

の
決
定
は

、
請
求
の
日
の

翌
日
か
ら
1
4
日
以
内
に
決

定
し
、
文
一

で
通
知
。
非

公
開
の
決
定
に
不
服
の
あ

る
と
き
は

、
第
三
者
的
立

場
に
あ
る
「
公
文
一

公
開

審
査
会
」
へ
不
服
の

申
し

立
て
が
で

き
ま
す
。

※
公
文
一
の

名
前
が
わ
か
ら

な
く
て
も
、
知
り
た
い
内
容

か
具
体
的
に
わ
か
っ
て
い
れ

ば
、
請
求
で

き
廖

す
。

区
政
資
料
室
も
充
実

。嘴

報
公
闘
コ

ー
ナ
ー

に
は
、

充
実
し
た
情
報
を
提
供
で

き
る
よ
う
「
区
政
資
料
室
」

も
設
置
し
、
各
種
刊
行
物

の
閲
覧
、
貸
し
出
し
を
し

て
い
ま
す
。

公
開
請
求
で

き
る
方
・・・
▽
区

内
在
住
・
在
動
・
在
学
の

方

▽
区
内
に
事
務
所
・

事
業
所
を
持
つ
個
人
・
法

人
・
団
体

▽
公
閔
請
求

理
由
を
具
体
的
に
示
す
こ

と
か
で
き
る
個
人
・
法
人

・
団
体

公
開
の
S
用

公
文
一

を
ご

覧

い
た
だ
く

婦
合
は
無

料
。
コ
ピ

ー
代

。
郵
送
料

は
有
料
で
す

。

O
情
報
公
開
請
求
に
関
す
る

問
合
せ
は

本
庁
舎
(
千

住
)

・
情
報
公
開
課

　

(
3
8
8
2
)

―
-
1
1
　

㈹

、
ま
た
は
中
央
本
町
庁

舎
・
情
報
公
闘
課
分
室

(
3
8
8
0
)
5
0
0
　

-
へ

。

初めて出しました

「広 聴 は が き」

大 森 タツさん(栗原三丁目)

寄
せ
ら
れ
た
声
が

見
事
に
実
っ
た

皆
さ
ん
か
ら
番
せ
ら
れ
た

「
区
民
の
戸
」
の
う
ち

、
そ

の
要
望
が
実
現
し
た
も
の
も

た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
こ
の

う
ち

、
最
近
の
例
を
ご
紹
介

し
ま
す

。

日
ご
ろ

、
通
る
た
ぴ
に

、

か
ら

だ
の

不
自
由
な

人
な

ど

、
こ
ろ

ぱ
な
い
か
し
ら

、

と
心
配
だ
っ
た
ん
で
す

。
そ

こ
で

、
道
路
の
陥
没
し
た
箇

所
の
修
復
と

、
街
路
灯
の
設

置
を
要
盟
し
た
と
こ
ろ

、
区

の
職
員
の
方
が
す
ぐ

に
見
に

來
て
く
だ
さ
り

、
対

応
の
早

さ
に
S

心
し
ま
し
た

。

道
路
の
修
復
、
衝
路
灯
の

設
置
も

、
予

想
以
上
の
ス
ピ

ー
ド
で
な
さ
れ

、
近
所
の
方

と
も
び
っ
く
り
し
た
り

、
喜

ん
だ
り

。

こ
の
「
広
聴
は
が
き

」
の

こ
と
は

、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
の

窓
口
で
、
偶
然
知

り
ま
し
た
。
は
が
き
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
意
見
を
出
し

て
み
よ
う
か
、
と
い
う
気
に

な
っ
た
ん
で
す
。
退
か
良
く

な
っ
た
こ
と
、
明
る
く
な
っ

た
こ
と
も
、
も
ち
ろ
ん
う
れ

し
か
っ
た
の
で
す
か
、
区
民

と
区
が
つ
な
か
っ
て
い
る
ん

だ
な
、
と

実
思
で
き
た
の
が

大
き
な
収
箋
で
し
た
。

こ
の
よ

う
に
寄
せ
ら
れ
た

声
は
、
内

容
に
よ
っ
て
廻
当

す
る
課
に
照
会
・
伝
達
し
、

で

き
る
か

ぎ
り
の
き
め
櫓
か

な
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

意
見
を
聞
く
場

区
政
モ
ニ
タ
ー
制
度

区
民
か

ら
5
0
人
の
方

を
一
般
公
募

し
、
1
年
の
間
、
区
政
全
般

へ
の
要
望
・
意
見
を
出
し
て

い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
平
成

2
年
度
は
「
区
内
の
公
園
」

「
足
立
区
の
福
祉
」
「
身
近
な

環
境
問
題
」な
ど
に
つ
い
て
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
智
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

世
論
調
査

区
民
の
期
待
、
娶

望
。
意
見
な
ど
を
広
く
つ
か

む
た
め
、
毎
年
2
千
人
の
方

を
選
び
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
2
　

年
度
は
基
本
構
想
と
図
一

館

碑
を
テ

ー
マ

に
行
い
ま
し

た
。
結
果
は
4
月
ご
ろ
、
広

報
紙
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
区
取
を
語
り
合

う
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
。

区
の
各
課
に
お
い
て
も
、
新
し

い
施
設
を
建
設
す
る
時
や

、
学

区
岐
の
変
更
を
倹
討
す
る

時
な

ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
話
し
合

う
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、皆
さ
ん
の
声
に

耳
を
か
た
む
け
ま
す

寄
せ
ら
れ
た
区
民
の
皆
さ
ん

の
声
は
、
区
行
政
の
宝
初
。
そ

の
宝
を
よ
り
有
効
に
活
用
す
る

た
め
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
便
う

て
、
蓄
積
し
、
分
析
す
る
、
区

民
の
声
・
傭
報
シ
ス
テ
ム
を
閧

発
し
て
い
く
予
定
で
す
。

憤
報
を
い
か
に
上
手
に
活
用

し
て
い
く
か
か
、
斯
し
い
行
政

の
靡
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新

鮮
な
区
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
か

区
政
を
変
え
る
の
で
す
。
も
っ

と
区
を
知
り
、
も
っ
と
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
区
は
あ
な

た
の
登
場
を
待
っ
て
い
ま
す
。

区
民
の
声
を
伝
え
る
・・・

広

聴

は

が

き

広
聰

は

が

き
は

ど
こ

に

あ

る

の
・・一
本

庁
賣

千

住
)

、中
央

本

町

庁

舎
の

受

付

、
区

民

事

筋

所

な

ど
の

区
の

施

設

の

窓

口

に

あ
り

ま

す
。

郵

送

料

は

無

科
で

す

。
お
S

き

に

な

っ

た
は

が

き
は

お

近

く
の
ポ
ス
ト
へ
。

は
が
き
の
流
れ
・・・
区
政
へ
の

意
見
、
提
言
は
、
回
答
が

必
要
な
も
の
に
は
、
担
当

課
か
ら
直
接
区
民
の

皆
さ

ん
へ
お
答
え
し
ま
す
。

霍
話
、
艾
S
に
よ
る
も
の

も
受
け
付
け
ま

す
。
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

O
広
聰
は
が
き
。
制
麦
に
関

す
る
問
合
せ
は

本
庁
舎

(
千
住
)
・
広
報
課
広
聰

佩

　
(
3
8
8
2
T
I
　
1
1
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「
障
害
児
歯
科
診
療
」

「
在
宅
寝
た
き
り
老
人
訪
問
歯
科
診
療
」

ご
存
知
で
す
か

区
で
は
、
足
立
区
歯
科
医
師

会
の
協
力
を
得
て

、
次
の
歯
科

診
攅
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
障
害
児
歯
科
診
療

心
身
に
軽
・
中
度
の
障
害
が

あ
り
、
こ
れ
ま
で
一
般
の
歯
科

診
廡
所
で
冶
療
が
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
障
魯
児
の
方
に
、
歯
科

診
廡
を
吁
い
ま
す
。

対
象

区
内
在
庄
の
1
8
蔵
汞
満

の
軽
・
中
度
の
障
害
が
あ
る

方
で

、
診
療
場
所
ま
で
通
院

可
能
な
方
(

ご
家
族
の
同
伴

か
必
嬰
で
す
)

※
な
お
、
重
度
の
方
の
相
談
も

お
受
け
し
ま
す
。

診
療
日
時

毎
週
木
・
土
曜
日

午
前
9
時
～
正
午
(

祝
日

、

年
末
年
始
を
髞
く
)

診
療
鳩
所
'

足
立
区
歯
科
医
師

会
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
在
宅
寝
た
き
り
老
人
訪
問
歯

科
診
療

寝
た
き
り
で

、
一
股
の
歯
科

診
癲
所
に
通
え
な
い
お
と
し
よ

り
の
方
に
、
歯
科
医
師
か
訪
問

し
て
診
療
を
行
い
ま
す

。

対
象

区
内
在
住
の
6
5
歳
以
上

の
寝
た
き
り
(
在
宅
)
の
方

で

。
介
護
者
の
い
る
方

往
診
日
時
火
曜
E
～
土
埃
日
　

(
日
時
は
事
前
連
絡
)

※
申
し
込
み
受
け
付
け
唆

、
富

人
の
健
康
状
態
や
薗
の
状
態
な

ど
の

事
前
調
査
を
行
う
た
め

、

診
療
が
始
ま
る
ま
で
に
あ
る
程

度
の
日
数
が
か
か
り
ま
す

。

―

い
ず
れ
も
―

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
日
時

毎
週
火
擡
日
か
ら

土
曜
日
(
祝
日

、年
末
年
始
を

除
く
)
、午
前
9
蒔
蜀
分
I
午

後
3

時
3
0分
(
た
だ
し

、正
午

か
ら
午
後
1

時
を
湶
く
)

費
用

保
険
診
療

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
区
歯

科
医
師
会
口
腔
保
健
セ
ン
タ

ー

　
(
3
8
8
2
)
3
8
　
8
2
F
A
X
(
3
8
8
2
)

申 込 ・腎 合 せ先

足立区歯科医師会口腔保慥センター

( 社) 足 立 区 箘 稠 医 闌 会團2 賭

僅所 干住1- 5- 5 　3882- 3882

3 月の献血日程

ご協力ください

3 月 の 献 血
上
表
の
日
程
で

愛
の
献
皿

を

行
い
ま
す
。
あ
な
た
の
元
気
が

多
く
の
人
を
救
い
ま
す

。
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
ご
協
力
を

。

受
付
時
聞

い
ず
れ
も
午
前
1
0
　

時
I

午
後
3

時
3
0分
(
昼

食

・
休
憩
時
間
を
除
く
)

閥
合
せ
先

葛
飾
赤
十
字
血
蔽

セ
ン

タ
ー

　
(
3
6
9
3
)
　
5
7
0
1

、
本
庁
舎
(
千
佳
)

・
保
健
予
防
係

　
(
3
8
　
8
2
T
I
I
I

㈹

保
健
所
の

日
誌
か
ら

A
君
は
教
え
て
く
れ
た

「
私
は
匯
れ
ま
し
た

。
も

う
あ
の
子
の
こ
と
は
考
え
た

く
あ
り
ま
せ
ん
」
と

、
暗
い

表
情
で
A
君
の

お
母
さ
ん
が
相

談
に
見
え
ま
し

た
。A

君
は

、
保
健
所
の
デ

ィ
ケ
ア
(

精
神
障
害
者
の
社

会
復
帰
促
進
事
業
)
に
約
1

年
半
通

う
た
あ
と

、
印
刷
工

場
に
蔔
め
て
い
ま
し
た
が

、

そ
の
工
場
の
問
像
か
ら

、
手

が
の
ろ
い

、
一
人
前
の
仕
事

を
し
て
い
な
い
と

、
か
ら
か

わ
れ
た
の
が
キ
ッ
カ
ケ
で

、

職
場
に
行
け
な
く
な
っ
た
よ

う
で
す
。

A
君
は
真
面
目
で
優
し
い

青
年
で
す
が

、
訶
気
の

後
遺

足
の
た
め

、励
作
が
緩
慢
で

、

他
の
従
業
員
と
同
じ
速
さ
の

仕
事
に
つ
い
て
い
け
な
か
っ

た
の
で
す

。

A
君
は
悩
み

。
薬
も
飲
ま

な
く
な
り

、
具
合
も
悪

く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た

。
し
ぱ

ら
く
デ
ィ
ケ
ア
で
休
息
し

、

心
身
の
調
子

を
塵
え
た
の

ち

、保
健
婦
の
す
す
め
で

、今

度
は
岡
気
の
特
徴
を
理

解
し

て
雇
っ
て
く
れ
る
会
社
に
励

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

仕

事
の
手
順

を
覚
え
る
ま

で

。何
回
も
教
え
て
も
ら
い

、

自
分
の
ペ
ー
ス
で

仕
事
が
で

き
る
の
で
'
m

に
職
場
に

慎
れ
、
具
合
も
良
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。「
あ
の
こ
ろ
か
う

そ
の
よ
う
に
元
気
に
な
っ
て

く
れ
て
、
今
は
幸
福
で
す
」。

明
る
い
お
母
さ
ん
の
声
に
、

胸
が
熟
く
な
り
ま
し
た
。

A
君
の
よ
う

に
「
仕
S

を

し

た
い
」
と
思

う

て
い
る
碕
神
皿
害
者
は
大
勢

い
ま
す
。
で
も
現
実
は
厳
し

い
の
で
す
。
一
人
で
も
多
く

の
精
神
障
害
者
が
、
自
分
の

人
生
を
精

】
杯
、
明
る
く
生

き
る
社
会
に
し
て
い
く
こ
と

の
大
切
さ
と
、
私
た
ち
保
健

婦
の
役
創
の
重
さ
を
、
A

君

は
教
え
て
く
れ
た
の
で
す
。
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時計 ウォッチング

はるかなる太古から、昼夜を問わず流れて

やまない 時゙。。畏くも短くも感じられる 時゙

間、ヽ。このとらえどころのない時の流れを、目

に見える形で示すのが時計です。時計はまた

佃栫あるまちの景観を演出する貴台装置でも

あります。今回は、まちの裏情の一郎と

して観しまれている時肝に焦点を当

て、区内各地で時計ウォッチ
ン ク'し て み ま し た 。

2
月
2
5日

日 出 午前6時17分

日 入 午後5時32分

朝

日
が
昇
り
ま
ち
が
目
覚
め
る

午
旬
6

時
3
0分
。
夜
が
明
け

て
間
も
な
い
た
め

辺
り
は
静

寂
、
大
気
の
感
触
に
身
が
引
き

し
ま
り
ま
す
。
天
気
は
良
好
、

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
に
は
も
っ
て
こ

い
の
日
和
。
み
る
み
る
う
ち
に

太
陽
は
高
く
舁
り
ま
す
。

神
明
水
の
森
公
園
『
神
明
3
-

』
2
9
)の
木
立
の
中
で

時
を
告

げ
る
ソ
ー
ラ
ー
蒔
計
は

、
公
益

巵
託
「
あ
だ
ち
ま
ち
づ
く
り
卜

ラ
ス
ト
」
の
対
象
事
業
と
し
て

作
ら
れ
た
も
の

。
巣
箱
の
上
で

金
色
に
輝
く
風
見
鳥
が

、
風
を

受
け
て
く
る
く
る
回
り
ま
す

、

付
近
の

住
宅
衝
と
も
溶
け
合

い

、
落
ち
暑
い

た
た
た
ず
ま
い

と
な
っ
て
い
ま
す
。

環
状
7
号
線
大
谷
田
陸
襦
の

た
も
と
近
く
の
葛
西
用
水
観
水

水
路
に

、
錨
(
い
か
り
)
の
時
計

と
全
長
1
0
a
の
大
型
帆
船
が
現

わ
れ
た
の
は
1

年
前

。
錨
を
あ

げ
て
今
に
も
出
航
し
そ
う
な
帆

船

、
船
乗
り
気
分
が
味
わ
え
る

遊
具
で

す
。

神
明
水
の
森
公
園
の
風
見
鳥

- 四用水親水水路の錨時計と大型帆船

午前 時
を
楽
し
む

カ
ラ
ク
リ
時
計

午
前
1
0時

。
駅
前
は
通
勤
や

通

学
す

る
人
た

ち
に
代
わ
っ

て

、
買
い
物
各
を
迎
え
入
れ
、

活
気
を
帯
び
る
こ
ろ

。
綾
瀬
駅

東
口
の

、
商
店
断
の
一
角
の
店

の
壁
に
仕
掛
け
ら
れ
た
カ
ラ
ク

リ
蒔
計

。
午
前
9
時
か
ら
午
後
1
0

時
ま
で

、1
時
間
ご
と
に
人

形
が
登
場

、3
分
間
の
愉
快
な

回
技
を
披
露
し
ま
す

。

ま
ん

中
か
ら
上
下
に

分
か

れ

、
キ
ャ
プ
テ
ン
が
指
皿
を
と

る
と

、
ネ
ズ
ミ
と
ブ
タ
が
楽
器

を
鳴
ら
し

、
海
賊
が
ジ
ョ
ッ
キ

を
傾
け
肉
を
平
ら
げ
ま
す
。「
ま

ち
の
表
に
向
か
い

、明
る
く
楽

し
い

も
の
に
し
た
か
っ
た
ん
で

す
」
と

商
店
街
振
興
組
合
の
理

事
で
も
あ
る
松
野
宏
さ
ん
。
し

ば
し

、
足
が
止
ま
り
ま
す
。

海賊たちの笑い戸が
閠こえてきそうです

正

午宙
に
浮
か
ぶ
自
転
車
時
計

正
午
。
時
は
流
れ
て
午
前
か

ら
午
後
へ

、
思
い
思
い
に
食
事

休
憩
を
過
ご
す
こ
ろ

。

都
市
農
業
公
園
(
鹿
浜
二
丁

目
)
の
西
旬

、
新
芝
川
に
沿
っ

て
整
爾
し
た
約
沺
m
の
サ
イ
ク

リ
ン
グ
ロ
ー
ド

。
こ
の
遭
を
知

ら
せ
る
表
示
塔
で
は

、
軽
快
な

自
転
車
か

時
を
刻
ん
で
い
ま

す

。
初
心
者
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま

で
安
心
し
て
余
し
め
る
自
転
申

道

、
近
所
の
人
は
通
り
道
と
し

て
も
利
用
し
て
い
ま
す

。

「妖精の夢丿午前10時から午後10時
まで1 時間ごとに夢を表現します

思
わ
ず
こ
い
で

み

た

く
な

る

自

転

車
時

計

午 後

夢
を
表
現
す
る
仕
掛
時
計

午
後
2
時

。
親
子
遅
れ
や
行

き
交
う
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
う
西

新
井
駅

。
西
口
の
駅
前
広
場
佩

か
ら
階
段
を
上
っ
て
左
手

、
駅

ビ
ル
3

階
の
人
口
に

、「
妖
精
(

よ
う
せ
い
)
の
夢
」
と
題
さ

れ
た
仕
掛
蒔
計
が
あ
り
ま
す
。

時
計
の
前
面
が
せ
り
出
し

、

蝶
(
ち
ょ
う
)
か
箍
い
妖
哨
と
た

わ
む
れ
ま
す

。
森
の
音
楽
家
が

時
計
の
後
面
か
ら
降
り
て
き
て

楽
器
を
演
奏
。
上
と
左
右
か
ら

現
れ
る
ピ
エ
ロ
は

、
鉄
棒
、
空

中
ブ
ラ
ン
コ

。
逆
立
ち
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
演
じ
ま
す
。
動

物
と
ピ
エ
ロ
が
元
に
戻
る
と
妖

精
は
再
び
眠
り
に
つ
き
、
メ
ル

ヘ
ン
の
鬯
界
は
5

分
間
で
幕
を

閉
じ
ま
す
。

「
バ
イ
、
バ
イ
、
ま
た
ね
」

と
小
さ
な
手
を
振
る
観
客
は
、

す
っ
か
り
と
り
こ
に
な
っ
た
様

子
で
す
。

「妖精の夢」の主役たち

夕 方

まち に

灯がともるころ
午
後
5

時
釦
分
。
そ
ろ
そ
ろ

日
の
入
り
。
ま
ち
全
体
が
シ
ル

エ
ッ
ト
に
包
ま
れ
、
夜
を
迎
え

る
準
卿
を
す
る
こ
ろ
。
ま
ち
に

と
っ
て
夜
は
、
昼
と
は
ひ
と
味

違
っ
た
姿
を
浮
か
び
上
が
ら
せ

る
こ
と
が
で
き
る
、
大
切
な
舞

台
と
な
り
ま
す
。

ア
モ

ー
ル
東
和
商
店
街

「
東

者
の
行
進

」な
ど
の
曲
を

、
大

和
二
丁

目
)
に
近
い
葛
西
用
水

小
8
つ
の
ベ
ル
で
奏
で
ま
す

。

観
水
水
路
の
起
点
。
時
計
に
明

「
ま
ら
の
環
塊
整
備
と
一
緒
に

、

か
り
が
つ
き

、
ア
ー
チ
ゲ
ー
ト

新
し
い
感
覚
で
作
り
ま
し
た
」

に
、
四
季
の
星
匿
が
点
灯
し
ま

と
商
店
衝
振
興
組
合
理
事
長
の

す
。

岡
剛
進
さ
ん
。

サ
ン
ロ
ー
ド
商
店
街

♀

住

午
前
1
0
時

、
正
乍

、
午
後
2

三
丁
目
)
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
ア

ー

・
4

‘
6
時
の
5

回
、
筵
の
官

チ
は
、
「
村
の
か
じ
や
」や
「
聖

が
I
き
ま
す
。

柬 浮口二 丁 目 の

ア ー チ ゲ ー ト

の 時 肝

北千佳サンロードの
メロディーアーチ

公園 時 計 コ レ ク ショ ン

過
密
化
し
た
郡
市
社
会
に
お

い
て
、
公
園
は
、
都
市
景
観
を

保
つ
と
と

も
に
、
愈
い
と
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て

、

ま
た
災
害
蒔
の
避
難
場
所
と
し

て

、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
都

市
施
設
で
す
。

個
性
あ
る
公
菌
づ
く
り
に
合

わ
せ
、
時
計
塔
も
「
ジ
ャ
ッ
ク

と
豆
の
木
」
の
物
語
を
衷
す
も

の
や
、
励
初
や
ピ
エ
ロ
が
遊
ぶ

も
の
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の

が

た
く
さ
ん
。
定
時
に
筵
が
嚊
る

噴
水
池
も
あ
り
ま
す
。

A 南。。f 　(
椿1 ―5)

▲・時計たちの住所
(上 力ヽら)

尾竹柵公園
(千佳桜木2 ―16)
佐野公園
(六木1- 7)
押部西公鵬
(鹿1兵6 ―33) aw

▲ - ツ歌第一公圃
( - ツS4- 16)

▲ 青和コミュニティ
公園( 青#3- 22) 日時計は自然の

時計です太
陽
か
映
す
彫
の

方
向
で

時

刻
を
麦
す
日
蒔
計
は
、
エ
ジ
プ

ト
文
明
の
発
生
蒔
か
ら
現
代
に

至
る
ま
で
、
ず
っ
と
用
い
ら
れ

て
い
る
自
然
の
時
計
で
す
。

太
木
小

学
校

余

木
北
町
7
-

―
)
の
正
門
肋
に
、
地
球
滾

が
付

い
た
日
時
計
が
あ
り

ま

す
。
昭
和
4
5年
3
月
の
卒
業
生

が
設
置
し
た
も
の
で
す
。昨
年
、

区
で
は
、
こ
こ
を
憩
い
と
ゆ
と

り
の
空
間
「
ブ
チ
テ
ラ
ス
」
と

し
て
整
爾
し
ま
し
た
。

ま
た
、
葛
西
用
水
観
水
水
路

の
大
谷
田
陸
橋
か
ら
郷
土
博
物

館
前
ま
で

の
中
間
あ
た
り
に

も
、
直
径
3
a

も
あ
る
大
き
な

日
時
C
f
c
'
<
i
r
r
3月
に
お
目

見
え
す
る
予
定
で
す
。

A 直径3 詞の日時計

▲ 地球儀の大きさは
実際の10" 分の1 です

時
を
超
え
て

時
の

移
ろ
い
と

と
も

に
、
駆
け
足
で
時
計
の
あ

る
風
景
を
追
っ
て
み
ま
し

た

。ど
の
風
景
の
中
で
も
、

時
計
は
単
に
そ
の
厩
能
を

果
た
し
て
い
る
だ
け
で
な

く
、
ま
ち
の
雰
囲
気
や
そ

こ
で
暮
ら
す
人
々
と
も
、

深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

人
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
営

み
を
見
続
け
、
歴
史
と
し

て
冨
積
す
る
時
計
。
こ
れ

か
ら
も
、
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
の
展
開
を
紀
録
す
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

シ リ ー ズ 足立の文化財
絹
本
着
色
涅
槃
図

(
足
立
区
登
録
有
形
文
化
財
・
絵
画
)

六
木
3
-
1
0
-
1
3

大

光
寺

本
図
は
、
縦
沺

作
、
横
1
6
0

作
の
大
き
な
も
の
で
、
絹
布

y

そ
ん
!

ら
1

地
に
彩
色
で
釈
尊
の
沙
羅
双

じ・

に
ゅ
Iめっ

働
の
下
で
入
滅
す
る
情
景
を

描
い
た
図
で

す
。

涅
槃
図
は

、
2
月
1
5日
の

涅
槃
会
に
釈
尊
の
遺
徳
を
追

慕
し
な
が
ら
礼
拝
す
る
の
に

用
い

、
こ
の
日
に
仏
寺
院
で

は
各
派
問
わ
ず
使
用
す
る
必

需
の
も
の
で
す
。
仏
教
が
ヨ

韋
生
活
に
浸
透
し
て
い
た
江

戸
蒔
代
に
あ

う
て
は
、
と
く

に
涅
槃
図
の
役
剛
は
大
き
い

も
の
で

し
た
。

1
4
-』
ね
ん

図
の
右
下
に
「
万

倥
一
念
、

霜
月
日
(
陰
暦
H

月
の

奥

称
)
、
上
田
源
七
筆
」の
墨
一

が
あ
り
、
制
作
年
代
と
乍
者

名
を
記
し
て
い
ま
す
。
も
と

上
野
寛
永
寺
に
あ
っ
た
も
の

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
証
拠
と
な
る
賢
料
は
見

あ
た
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
年
記
・
作
者
名

の
あ
る
こ
と
か
ら
涅
槃
図
の

明
礎
な
史
料
的
価
墮
が
あ
り

ま
す
。

な
お
、
近
年
額
装
仕
立
て

に
禰
修
さ
れ
ま
し
た
が
、
成

立
当
初
は
略
装
に
仕
立
て
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

フォト
ニュース あだち

無病息災を祈って

1/ 7
じん がんな祭り 大乗院( 西保木間二丁目)

1/ 15 ・16 おえんま様 勝専寺( 干僅二丁目)

1/ 15 こ・gれモうな笑顔
都立東京武道館で行われた改人の日の集い。12, 299

人の新成人がこの日を迎えました。

呀! £丿 呱人 刀日 の 集い

1/ 27 第40回駅伝大会
全部で149チームか参加。1本のタスキに
み沁なの思いをつなぎ、最優まで走りま
した。

シ リ ーズ

身近な自然20
オオカマキリの卵

立
春
を
過
ぎ
て
も
2
月
は

ま
だ
ま
だ
寒
さ
が
厳
し
い
時

期
。野
外
は
一
面
枯
れ
草
色
、

樹
々
の
芽
も
固
く
、
虫
な
ど

の
動
き
も
全
く
見
ら
れ
ま
せ

ん
。2

月
上
旬
の
日
曜
日
、
都

市
農
業
公
園
か
ら
荒
川
土
手

へ
と
自
然
観
察
を
兼
ね
て
、

ハ
イ
キ
ン
グ
に
出
て
み
ま
し

た
。
し
ぱ
ら
く
歩
く
と
セ
イ

タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
の
枯
れ

枝
に
、
オ
オ
カ
マ
キ
リ
の
卵

を
見
つ
け
ま
し
た
。
大
き
な

消
し
ゴ
ム
を
枯
れ
枝
で
く
し

刺
し
に
し
た
よ

う
な
様
子

は
、
色
か
周
囲
と
同
じ

柚
れ

草
色
で
も
、
す
ぐ
に
そ
れ
と

分
か
り
ま
す
。
近
く
の

桜
の

枝
や
幹
に
は
、
チ
ョ
ウ
セ
ン

カ
マ
キ
リ
や
(
ラ
ビ
ロ
カ
マ

キ
リ
の
卵
も
は
り
つ
け
る
よ

う
に
産
み
つ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。こ

の
カ
マ
キ
リ
の
卵
、
正

し
く
は
卵
の

う
と
一
言
い
ま

す
。
前
年
の
秋
、
カ
マ
キ
リ

の
め
す
か

枯
れ
枝
に
さ
か

さ

に
つ
か
ま
り
、
お
し
り
か
ら

出
し
た
粘
液
を
あ
わ
だ
て

、

そ
の
中
に
卵
を
産
み
こ
ん
で

作
っ
た
も
の
で
す
。
外
側
を

岨
む
ス
ポ
ン
ジ
の
屬
は
、
寒

さ
や
外
敵
か
ら
内
部
霏

を

守
り
ま
す
。
卵
の

中
で
育
つ

子
虫
は
、
刄
ほ

眠
っ
て
過
ご

し
、
翌
年
の
5

月
ご
ろ
鵑
匹

か
ら
S
匹
ぐ
ら
い
一
斉
に
生

ま
れ
て
き
ま
す
。
こ
の
ぶ
っ

な
卵
の

う
を
I

匹
の
め

す

が
、
秋
の
野
原
に
2
-
3

個

産
み
残
し
ま
す
。

冬
ご
も
り
を
し
て
い
た
虫

が
動
き
出
す
と
い
う
、
啓
蟄

(
け
い
ち
つ
)
?
月
6
日
ま

で
あ
と
わ
f
ふ

。
カ
マ
キ
リ

の
子
虫
も
卵
の
う
の
中
で
、

そ
ろ
葦
2

鄲
き
出
す
牽
備
を

し
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
舂
は
も
ろ
チ

ぐ
で
す
。

A
古
千
谷
小
教
頭

武
田
輝
男
V



1991 年( 平成3 年) 2 月25 日あ だ ち 広 報第897 号 ( 6)

く ら し の

情
報

本庁舎( 千住) へのお問い合わせ は…
3882- 1111 ㈹

本 庁 舎以 外へ の お 問い 合 わせ は
そ れ ぞ れ の電 話 番 号( 緑 色) へ 。

税金の問合せ先
所得税・贈与税・消費税

・足立税務署03888- 6241　　　(干住旭町4- 21)
・ 西新井税務署Q3840- 1111　　　(

栗原3- 10- 16)
・ 税 務相談 室
足 立 分 室S3881- 8692(
千住旭町4- 21 足立税務署内)

特別区民税・都民税
・足立区役所中央本町庁舎
区民部課税課03880- 5081　　(
中央本町1- 17- 1)

税

金

申 告 はお 早目 に
所得税・贈与税・住民税 3 月15日まで

消 費 税 4 月1 日 まで

申
告
の
受
け
付
け
は
、
す
で

に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
3
月
に

入
る
と
非
常
に
込
み
合
い
ま
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
お
早
目
に

お
願
い
し
ま
す
。

』
住
民
税

申
告一
提
出
場
所

中
央
本
町

庁
舎
・
課
税
課

※
課
税
課
職
員
に
よ
る
区
民
事

務
所
出
張
受
付
を
表
―
の
日
程

で
行
い
ま
す
。

・
所
得
税
・
消
費
税
・
贈
与
税
　

。
納
税
の
期
?
も
、
申
告
の

期
限
と
同
じ
で
す
。

申
告一
提
出
場
所

▽
足
立
税

務
署

▽
西
新
井
税
務
署

※
足
立
税
務
署
は
駐
車
場
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で

、
車
で
の
来
場

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

。

な
お

、「
税
理
士
会
に
よ
る
無

料
相
談

」
と
「
税
務
署
に
よ
る

出
張
相
談
」
(
無
料
)
を
表
2

の

日
程
で
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ

、
ご

利
用
く
だ
さ
い

。

優
良
納
税
貯
蓄

組
合
に
感
謝
状

振
替
納
税
制
度
の
利
用
勧
奨

や
税
知
識
の
普
及
な
ど
、
地
域

で
の
活
動
や
区
の
税
務
行
政
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
た
次
の
組
合

に
対
し
2
月
1
4日
、
区
長
か
ら

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

Λ
優
良
納
税
貯
蓄
組
合
名
▽
　

▽
柳
原

マ
大
谷
田
銀
座
会

▽
千
住
理
容

▽
足
立
青
色
日

の
出
第
一

▽
足
立
青
色
足
立

第
一

▽
西
新
井
駅
前

▽
東

京
都
麺
類
協
同
組
合
江
北
支
部

▽
梅
田
第
二

▽
鹿
浜
第
三

▽
入
谷
第
一
A

納
税
課
V

表1 住民 税の出張受付日 時

表2 東京税理士会足立支部による無料

相談および 税務署による出張相談( 無料)

東京 税理士会西新井支部による無 料相談

※ 受付時間は、いずれも午前9時30分から午後4時　
( 正午～午後1時を除く)

募

集

日
光
自
然
教
室

引
率
補
助
員

区
内
小
学
校
6
年
生
を
対
象

に
2
泊
3
日
の
日
程
で
行
う
日

光
自
然
教
室
の
引
率
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く

だ
さ
い
。な
お
、
何
回
で
も
引

率
で
き
ま
す
。

資
格
条
件

教
員
免
許
取
得
者

で
年
齢
3
0歳
位
ま
で
の
方

職
務
内
容

日
光
自
然
教
室
の

引
率
補
助

期
間
5
月
8
日
～
7
月
1
7
日
　

と
9
月
4
日
～
1
0
月
2
5
日
で
　

都
合
の
良
い
日

勤
務
時
間

各
小
学
校
出
発
時

か
ら
帰
校
時
ま
で
の
2
泊
3

謝
礼
金

―
回
の
引
率
に
つ
き

3
万
6
千
円

申
込
期
限
3

月
1
9日

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

宇
住
)
・
校
外
学
園
係

保
育
園
臨
時

職

員
募
集

申
込
資
格
1
8

歳
以
上
5
5
歳
位

ま
で
の
健
康
な
方

勤
務
場
所
各
区
立
保
育
園

助
務
職
種
▽
産
休
・
病
欠
代
　

鰆
職
員
‘
・
・
午
前
8
時
3
0
分
～
　

午
後
5
時
1
5
分
(
土
曜
日
は
　

午
後
1
時
3
0
分
ま
で
)
、
時
給
　

6
5
0
円
▽
O
歳
保
育
職
員
…
　

午
前
9
時～
午
後
4
時
(
月
　～

金
曜
日
ま
で
)
、
時
給
6
5
0円

▽
土
曜
日
保
育
・
土
曜
日
給

食
職
員
・
:
午
前
8
時
3
0
分～
　

午
後
1
2
時
3
0
分
、
時
給
6
5
0
円
　

▽
特
例
保
育
職
員
・
=
午
前
7
　

時
3
0
分～
9
時
3
0
分
お
よ
び
　

午
後
4
時～
6
時
(
ど
ち
ら
　

か
で

も
可
)
、
時
給
6
9
0円

※
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
等
を

登
録
し
、
欠
員
が
あ
り
し
だ
い

連
絡
し
ま
す
。
登
録
は
常
時
受

け
付
け
し
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀

住
)

。
保
育
第
一
係

文

化

あ
だ
ち
'
9
1
女
性

ふ
ぉ
ー
ら
む

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時
3

月
1
6日
(
土
)
、
午
後

2
時
～
7
時
3
0分

堤
所

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
の
働

く
女
性
、
経
営
者
の
方
お
よ

ぴ
関
心
の
あ
る
方

テ
ー
マ

企
業
に
お
け
る
女
性

の
戦
力
化
と
C
I
戦
略
に
つ

い
て

プ
ロ
グ
ラ
ム

表
3
の
と
お
り

定
員
2
5
0人
(
先
着
順
)

参
加
費

無
料
(
第
2
部
に
参

加
す
る
方
の
み
千
円
)

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
所
定

の
(
ガ
キ
(
区
の
各
施
設
に

あ
り
ま
す
)

※
第
1
部
、
第
2
部
い
ず
れ
か

の
み
で
も
可
。
先
着
1
0人
ま
で

保
育
可
(
2
歳
以
上
学
齢
前
、

基
調
講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

間
)

申
込
期
限
3

月
4
日

申
込
・
問
合
せ
先

女
性
総
合

セ
ン
タ
ー
S
(
3
8
8
0
)
　
5
2
2
2

、
ま
た
は
N
T
T
　

足
立
支
店
レ
デ
ィ
ス
フ
ォ
ー

ラ
ム

雲
(
3
8
5
2
)
3
8
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「
女
性
の
つ
ど
い
」

記
念
論
文
募
集

婦
人
週
間
事
業
の
一
つ
と
し

て
「
女
性
の
つ
ど
い

」を
閧
催
。

こ
れ
を
機
会
に

、
論
文
を
募
集

し
ま
す

。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く

だ
さ
い

。

テ
ー
マ

女
性
の
参
政
権
や
女

性
の
社
会
参
加
に
つ
い
て
　

「
こ

票
の
尊
さ

」「
女
性
と

政
治
」
な
ど
)

応
募
資
格

区
内
在
住
・
在
動

‘
在
学
の
女
性

応
募
要
領

▽
字
数
2
千
字
程

度

▽
別
紙
に
住
所
、氏
名

、

年
齢

、
職
業

、
電
話
番
号
を

明
記
し

、
同
封
の
う
え
郵
送

応
募
期
限
3

月
2
0
日
必
着

賞

一
席
か
ら
三
席
各
1

点
程

度
(

賞
状
と
記
念
品
授
与
)
、

応
募
者
全
員
に
記
念
品

発
表

本
人
に
直
接
通
知
す
る

ほ
か

、
「
女
性
の
つ
ど
い
」

記
念
講
演
会
場
で
表
彰

※
ら
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ

ん
。
ま
た
、
そ
の
版
権
は
足
立

区
に
属
し
ま
す
。

応
募
・
問
合
せ
先

女
性
総
合

セ
ン
タ
ー

昔
(
3
8
8
0
)
5
2
2
ワ
`

年

金

国
民
年
金
推
進

員
に
ご
相
談
を

昨
年
の
4
月
か
ら
、
区
で
は

国
民
年
金
の
保
険
料
未
納
に
つ

い
て
の
相
談
や
、
そ
の
他
の
年

金
相
談
を
お
受
け
す
る
「
国
民

年
金
推
進
員
」
制
度
を
始
め
ま

し
た
。

仕
事
の
都
合
や
、
育
児
な
ど

で
区
役
所
の
窓
口
が
閧
い
て
い

る
時
間
に
は
相
談
に
行
く
こ
と

が
で
き
な
い
・・・
そ
ん
な
あ
な
た

の
お
宅
に
推
進
員
が
直
接
お
伺

い
し
ま
す

。
気
兼
ね
な
く
ご
相

談
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

国
民
年
金
課
推
進
係

萱
(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
保
険
料

毎
月
納
付
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
翌
月
末
日

が
納
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

1
月
分
保
険
料
の
納
期
限
は
2

月
2
8日
で
す
。

お
近
く
の
銀
行
・
郵
便
局
な

ど
の
金
融
機
関
お
よ
び
区
役

所
、
区
民
事
務
所
の
窓
口
で
忘

れ
ず
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
口
座
振
替
に
し
ま
す

と
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
保
険
料
係

a
(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

消
費
者
セ
ン
タ
ー

ちょ・びっ・と・し ん・け ん に
儲 美 頭 信 健

暮らしを見つめ直してみませんか

「
つ
い
」
、
そ
の
気
に
な
っ

て

、
後
で
「
し
ま
っ
た
」
と

消
費
者
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら

れ
る
契
約
に
ま
つ
わ
る
苦
情

の
相
談
。
そ
の
内
容
で
多
い

も
の
は
、

▽
高
額
収
入
保
証
と
い
う
内

職
の
紹
介
や
、
ネ
ズ
ミ
講

に
穗
品
販
充
を
組
み
合
わ

せ
た
ア
ル
バ
イ
ト
の
よ
う

に
「
必
ず
儲
(

も
う
)
か

る
」
と
い
う
ウ
マ
イ
話

▽
エ
ス
テ
ィ
ッ
ク
サ
ロ
ン
や

着
る
だ
け
で
や
せ
る
下
着

の
販
売
な
ど
「
ス
マ
ー
ト

に
美
し
く
な
れ
る
」
と
女

性
の
心
の
ス
キ
を
ね
ら
う

も
の

▽
幼
児
教
材
、
学
習
教
材

の

販
売
な
ど
の
よ
う
に
「
こ

れ
を
使
え
ば
虞
績
ア
ッ
プ

ま
ち
が
い
な
し
」
と
頭
を

ね
ら
う
も
の

▽
多
額
の
浄
財
の
強
要
や
先

祖
、
水
子
供
養
の
た
め
の

物
品
販
売
な
ど
「
信
ず
る

者
は
救
わ
れ
る
」
と
い
う

よ
う
な
話

▽
健
康
食
品
、
健
康
機
器
の

販
売
な
ど
の
よ
う
に
「
健

康
に
な
れ
ま
す
よ
」
と
、

病
気
の
不
安
に
つ
け
込
ん

だ
も
の

現
代
人
の
心
の
揺
ら
ぎ
に

巧
み
に
つ
け
込
も
う
と
す
る

悪
徳
商
法
が
、
あ
な
た
の
心

の
中
の
ス
キ
を
ね
ら
っ
て
い

ま
す
。

消
費
者
セ
ン
タ
ー
は
、
そ

ん
な
ス
キ
に
つ
け
込
ま
れ
て

困
っ
て
い
る
方
の
た
め
の

「
相
談
セ
ン
タ
ー
」で
す
。
ま

た
、
そ
ん
な
心
の
ス
キ
に
つ

け
込
ま
れ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
に

、情
報
を
提
供
す
る
「
情

報
セ
ン
タ
ー
」
で
す

。
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・

消
費
者
相
談

専
門
の
相
談
貝
が
、
消
費

生
活
に
か
か
わ
る
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。

日
時
月
～
金
曜
日
、
午
前
　

8
時
3
0
分
～
午
後
5
時

圏
消
費
者
情
報

通
信
制
の
消
費
者
大
学
を

は
じ
め

、
消
費
者
講
座
、
テ

ス
ト
教
室
な
ど
を
開
催

。
く

ら
し
の
手
引
き
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
の
発

行
。
消
費
生
活
上
の
一

籍

、

雑
誌
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
な
ど

の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。

消
費
者
テ
レ
ホ
ン

酋
(
3
8
8
0
)
5
3
8
0

学
習
会
に出

前
講
師

「
食
品
添
加
物
つ
て

、
ど

ん
な
も
の
?

」

「
ゴ
ミ
問
題
を
ど
う
考
え

た
ら
い
い
の
?

」

と
い
う
よ
う
な
消
費
生
活
上

の
問
題
に
つ
い
て
の
学
習
会

に
無
料
で
講
師
を
派
遣
し
ま

す

。2
0人
以
上
の
ど
ん
な
集

ま
り
で
も
け
っ
こ
う
で
す

。

生
活
用
品
交
換
情

報
提
供
コ
ー
ナ
ー

家
の
中
を
見
回
し
て
、
ま

だ
使
え
る
も
の
で
眠
っ
て
い

る
生
活
用
品
の
活
用
を
し
ま

せ
ん
か
。

「
譲
り
た
い
人
か
ら
欲
し

い
人
へ

」、
「
欲
し
い
人
か
ら

譲
り
た
い
人
へ

」
、そ
れ
ぞ
れ

リ
サ
イ
ク
ル
情
報
を
交
換
す

る
カ
ー
ド
式
に
よ
る
生
活
用

品
交
換
情
報
提
供
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
て
い
ま
す
。

利
用
方
法

▽
電
話
ま
た
は

来
所
の
申
し
込
み
に
よ
り

カ
ー
ド
を
作
成

マ
利
用

資
格
は
、
区
内
在
住
・
在

勦
の
方

▽
カ
ー
ド
の
掲

示
場
所
は

、
消
費
者
セ
ン

タ
ー
展
示
ホ
ー
ル
と
西
新

井
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ー

い
ず
れ
も
I

申
込
・
問
合
せ
先

消
費
者

セ
ン
タ
ー

酋
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5
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福

祉

児
童
手
当
・

特
例
給
付
・

育
成
手
当
の

請
求
手
続
き

亜
児
童
手
当

区
内
に
住
所
が
あ
り
、
1
8歳

未
満
の
児
童
を
2
人
以
上
養

育
、
そ
の
う
ち
少
な
く
と
も
1

人
は
義
務
教
育
就
学
前
の
児
童

が
い
る
方
に
支
給
し
ま
す
。

手
当
月
額

▽
義
務
教
育
就
学

前
の
2
番
目
の
児
童
に
2
千

5
0
0
円
、
3
番
目
以
降
1
人
に

つ
き
5
千
円
を
義
務
教
育
就

学
月
の
前
月
ま
で
支
給

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
保
護

者
名
義
の
足
立
区
内
金
融
機

関
の
預
金
通
帳
(
郵
便
局
を

除
く
)

▽
年
金
手
帳

▽

健
康
保
険
証

▽
印
か
ん

・

特
例
給
付

受
給
資
格
、
手
当
額
、
申
請

に
必
要
な
も
の
は
、
児
童
手
当

と
同
じ
条
件
で
す

。厚
生
年
金
、

私
立
学
校
共
済
等
に
加
入
し
て

い
る
方
が
対
象
に
な
り
ま
す

。

※
い
ず
れ
も
所
得
制
限
あ
り

(
表
4
の
と
お
り
)
。

・

児
童
育
成
手
当

次
の
手
当
に
該
当
し
て
い
る

方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

④
育
成
手
当

義
務
教
育
修
了

前
の
次
の
状
態
に
あ
る
児
童

▽
父
ま
た
は
母
が
死
亡
、
生

死
不
明

▽
父
ま
た
は
母
に

1
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る

▽
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で

懐
胎
し
た
(

父
か
ら
認
知
さ

れ
た
児
童
を
除
く
)

▽
父

母
が
離
婚

▽
父
ま
た
は
母

が
法
令
に
よ
り
1

年
以
上
拘

禁
さ
れ
て
い
る

▽
父
ま
た

は
母
が
重
度
の
障
害
(

身
体

障
害
者
手
帳
1
・
2

級
)

手
当
月
額
1
　

万
5
0
0円

@
障
害
手
当
　

2
0歳
未
満
で

心
身
に
障
害

が
あ
り

、
次

の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る

児
童

▽
精

神

薄

弱

で

「
愛
の
手
帳
」

1
～
3

度
　

▽
身
体
障
害

で

「
身
体
璋

害
者
手
帳
」

I
・
2

級
　

▽
脳
性
マ
ヒ

ま
た
は
進
行

性
筋
萎
縮
症

手
当
月
額
1

万
2
千
5
0
0
円

※
い
ず
れ
も
所
得
制
限
あ
り

(表
5
の
と
お
り
)
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀
住
)

・
児
童
助
成
係

表4 平成2 年度児童手当所得制限額

表
5

平
成
2
年
度
児
童
育
成

手
当
所
得
制
限
額

「
あ
っ
た
か
サ
ー
ビ
ス
」

区
内
全
域
に

足
立
あ
い
あ
い
公
社
で
は
、
4

月
か
ら
「
あ
っ
た
か
サ
ー
ビ

ス
」を
区
内
全
域
で
行
い
ま
す
。

「
あ
っ
た
か
サ
ー
ビ
ス
」
は

会
員
制
で
、
家
事
や
介
護
を
受

け
る
利
用
会
員
と
手
助
け
を
す

る
協
力
会
員
で
構
成
さ
れ
ま

す
。
あ
い
あ
い
公
社
は
、
そ
の

利
用
会
員
と
協
力
会
員
の
仲
立

ち
を
し
ま
す
。

会
費
、利
用
会
員
の
利
用
料
、

協
力
会
員
の
謝
礼
は
表
6
の
と

お
り
で
す
(
利
用
料
と
謝
礼
は

同
額
)
。

今
ま
で
、
実
施
地
区
外
の
た

め
利
用
で
き
な
か
っ
た
方
も
、

ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
あ
い

あ
い
公
社

登
(
3
8
8
3
)
6
1
7
つ
`

表6　あったかサービス利用料・謝礼および会費

議

会

第
1
回
定
例
会

区
議
会
第
1
回
定
例
本
会

が

、
次
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま

す

。
▽
初
日
・
:
3
月
1
日
(
金
)
、
午

後
1
時
か
ら

▽
2
日
目
・・・
3
月
1
2
日
(
火
)
　

午
後
1

時
か
ら

▽
最
終
日
・・・
3
月
2
2日
(
金
)
、

午
後
1
時
か
ら

※
本
会
議
は

、
ど
な
た
で
も
傍

聴
で
き
ま
す

。

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀

住
)
・

区
議
会
事
務
局

保
養
所

伊
豆
高
原
・

河
原
あ
だ
ち
荘

5
月
分
の
利
用
案
内
5

月
分
の
利
用
申
し
込
み

次
の
と
お
り
で
す
。(
ガ
キ
は

そ
れ
ぞ
れ
の
保
養
所
に
つ
き
、I

グ
ル
ー
プ
(
区
内
在
住
・
在

勤
者
の
み
)
、
1
枚
に
限
り
ま

す
。
重
複
申
し
込
み
や
、
期
限

を
過
ぎ
た
申
し
込
み
は
無
効
に

な
り
ま
す
。

な
お
、
一
人
で
の
宿
泊
は
で

き
ま
せ
ん
。

生
活
環
境

「
工
場
認
可

認
定
」
制
度

・
工
場
の
認
可

騒
音
・
振
動
・
ぱ
い
煙
・
悪

臭
等
工
場
か
ら
発
生
す
る
公
害

の
苦
情
件
数
は
、
足
立
区
の
最

近
3
年
間
の
統
計
で
は
微
増
に

転
じ
、
苦
情
全
体
の
4
割
近
く

を
占
め
て
い
ま
す
。

東
京
都
公
害
防
止
条
例
で

こ
れ
ら
の
工
場
公
害
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
、
区
内
に
新
し
く
工

場
を
設
置
す
る
場
合
、
事
前
に

「
設
置
認
可
」
を
受
け
る
よ
う

に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
す
で
に
認
可
さ
れ
て

い
る
工
場
で
も
、
設
備
や
建
物

を
増
設
し
た
り
変
更
す
る
場
合

は
、
あ
ら
か
じ
め
「
変
更
認
可
」

を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

用
途
地
域
等
に
よ
り
工
場
設

置
の
取
り
扱
い
が
異
な
り
ま
す

の
で
、
亊
前
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

・

工
場
の
認
定

工
場
は
、
認
可
を
受
け
た
後

に
設
置
ま
た
は
変
更
の
工
事
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
工
事

が
完
了
し
た
ら
完
成
届
を
提
出

し
、
完
成
検
査
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
検
査
に
合
格
す
る
と
、

工
場
は
認
定
さ
れ
、
「
認
定
書
」

が
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
後
。
操

業
ま
た
は
変
更
部
分
の
使
用
を

開
始
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
公
害
防
止
資
金
融
資
あ
っ
旋

防
音
工
事
や
集
じ
ん
機
の
設

置
な
ど
公
害
防
止
の
目
的
で
、

工
場
施
設
を
整
備
・
改
善
す
る

場
合
は
、
低
利
の
資
金
融
資
あ

つ
旋
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
♀

住
)
・
公
害
第

丁

第
二
係

家
屋
等
を
新

さ
れ
た
方
へ

住
居
表
示
整
備
が
す
で
に
済

ん
で
い
る
地
域
内
に
、
家
屋
等

を
新
築
さ
れ
た
方
は
、
住
所
を

定
め
る
た
め
の
届
け
出
が
必
要

で
す
。
こ
の
届
け
出
が
な
い
と

住
所
が
決
め
ら
れ
な
い
た
め
、

転
入
等
の
手
続
き
が
で
き
ま
せ

ん
。
届
け
出
に
は
、
建
築
確
認

書
一
式
と
印
か
ん
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
。

住
居
表
示
担
当

昔
(
3
8
8
0
)
5
0
3
1

水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た

こ
の
た
び
、
次
の
地
域
の
水

洗
化
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

に
は
、
3
年
以
内
に
水
洗
化

事
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

水
洗
化
可
能
地
域
お
よ
び
供
用

開
始
年
月
日

表
7
の
と
お
り

問
合
せ
先

下
水
道
昜
小
菅
分

室
昔
(
3
6
0
2
)
8
8
2
2
　

な
お
、
水
洗
化
工
事
費
の

資
あ
っ
せ
ん
制
度
が
あ
り

ま
す
。工
事
前
に
申
請
し
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁

舎
・
計
画
調
整
課
助
成

係
B
(
"
>
8
8
0
)
5

表7 水 洗化が可能になっ た地域

ま
ち
づ
く
り
公
社
の
建
設
工
事

等
指
名
参
加
願
い
追
加
申
請

則
足
立
区
ま
ち
づ
く
り
公

社
の
建
設
工
事
等
指
名
参
加
(

追
加
)
を
希
望
す
る
方
は
、

次
の
と
お
り
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

受
付
日
時
3

月
1
日
～
1

日
(
土
・
日
曜
日
を
除
　

く
)
、
午
前
1
0
時～
午
後
4
　

時
(
正
午～
午
後
1
時
を
　

除
く
)

受
付
場
所

ま
ち
づ
く
り
公

社
(

綾
瀬
2
1
3
0
6

東
部
工
事
事
務
所
6
階
)

申
請
用
紙

ま
ち
づ
く
り
公

杠
所
定
の
用
紙
(
ま
ち
づ

く
り
公
社
技
術
管
理
課
で

配
布
)

問
合
せ
先

ま
ち
づ
く
り
公

社
技
術
管
理
課

霓
3
6
0
4
)

了
7
6
1

ひ

ろ
ば

※
先
着
順
で
、
1
団

体
1
事
業
、
3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先・
:
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
第
1
回
小
さ
な
ご
み
仲
間

学
習
会
2
月
2
6
日
(
火
)
、

午
後
7
時
1
5
分～
9
時
1
5
分

/
千
住
あ
ず
ま
住
区
セ
ン
タ

ー
/

「
ゴ
ミ
か
ら
見
え
る
私

の
暮
ら
し

」田
沼
博
明
氏
(
消

費
者
セ
ン
タ
ー
職
員
)
/

梨

本
?
3
8
7
9
)
5
4
6
1
(

夜
間
)

掲
示板

・
春
の
火
災
予
防
運
動

平
成
2
年
中
、
東
京
消
防

庁
管
内
の
出
火
原
因
の
ト
ッ

プ
は
、
放
火
火
災
で
、
全
火
災

の
約
3
2
%
を
占
め
ま
し
た
。

家
ぐ
る
み
、
町
ぐ
る
み
で
予

防
対
策
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

期
間
3
月
1
日
～
7
日

ス
ロ
ー
ガ
ン

▽
防
火
の
そ

な
え

住
ま
い
に

町
に

▽
ま
ず
消
そ
う

火
へ
の

鈍
感

無
関
心

八
千
住
・
足
立
・
西
新
井
消

防
署
V

・
労
働
講
座
ワ
ー
キ
ン
グ

ー

ウ
ー
マ
ン

ー
シ
リ
ー
ズ
「
女

性
と
法
律

」

日
時
3
月
1
5
・
1
8
・
1
9
　

日
、午
後
6
時
1
5
分
～
8
　

時
4
5分
(

―
回
の
受
講
の

み
で
も
可
)

場
所

北
千
住
駅
ビ
ル
W
I
　
Z

サ
ロ
ン
7

階

ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
ル
ー
ム
(

無
料
)

対
象

婦
人
労
働
者
・
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
、
関
心
の
あ

る
方

内
容

▽
1
5日
…
女
性
の
労

働
基
準
法
I
(
平
等
規
定
、

労
働
時
間
な
ど
)

▽
1
8
　

日
'・・
女
性
の
労
働
基
準
法

1
1
j
(産
前
産
後
休
暇
、
育

児
時
間
な
ど
)

▽
1
9
日

・
:知
っ
て
お
き
た
い
社
会

保
険
、年
金
、
税
金
の
こ
と

講
師

▽
1
5
・
1
8日
・・
大

谷

恭
子
氏
(

弁
護
士
)

▽

1
9日
・
:宮
田
浄
子
氏
(

社

会
保
険
労
務
士
)

定
員
1
0
0
人

申
込
方
法

電
話
、
所
定
の

申
込
書
、フ
ァ
ッ
ク
ス
で

申
込
・
問
合
せ
先

都
王
子

労
政
事
務
所
・
労
働
教
育

係

一
f
1
1
4
北
区
岸
町
1
1
　
6
1
1
7

、
?
3
9
0
0
)
　
O
1
1
7

、
F
A

χ
(
3
　
9
0
6
)
2
0
3
6

◆ NTT3881 ・3882・3870局番の電話が2 月2了日( 水) 午前2 時 から数分間不通になります<N 丁丁干住営業所Q3879 ―9988>
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選
挙
速
報
を

い
ち
は
や
く
キ
ャ
ッ
チ

2
1世
紀
へ
ひ
ろ
が
る

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

あ
い
ネ
ッ
ト
2
1

足
立
区
の
地
域
嘴
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
「
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1
」
。
情

報
発
信
開
始
か
ら
1

年
半
が
た

ち
ま
し
た

。

こ
れ
ま
で
に
7
3
8人
の
方
が
加

入

。
区
の
催
し
物
や
、
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
空
き
状
況
、
株
価
や

情
報
紙
「
ぴ
あ
」
の
映
画
・
コ

ン
サ
ー
ト
前
充
り
情
報
な
ど
情

報
の
受
信
の
ほ
か

『
あ
な
た
の

掲
示
板
』
で
の
情
報
交
換
、J
R

や
A
N
A
(

全
日
空
)
の
座

席
予
約
な
ど
、
幅
広
く
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

「
あ
い
ネ
ッ
ト
討

で
は
、

区
民
の
皆
さ
ん
に
も
っ
と
楽
し

い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ラ
イ

フ
を
提
供
す
る
た
め
、
情
報
内

容
や
シ
ス
テ
ム
の
充
実
を
図

り
、
よ
り
親
し
ま
れ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

野
球
場
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

区
民
保
養
所
の
予
約
も
…

「
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1
は
情
報

機
器
で
す
が
、
同
時
に
施
設
予

約
が
で
き
る
端
末
機
器
と
し

て
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
文
化
ス

ポ
ー
ツ
公
社
の
催
し
物
の
チ
ケ

ッ
ト
販
売
等
に
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

さ
ら
に

、
こ
れ
ら
の
機
能
を

充
実
す
る
た
め
に

、
平
成
3

年

度
に
は
野
球
場
や
テ
ニ
ス
コ
ー

ト

、
平
虞
4
年
度
に
は
、
区
民

保
養
所
な
ど
の
利
用
予

約
も

「
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1
」を
通
じ
て
自

宅
か
ら
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
開

発
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

都
知
事
、区
議
会
議
員

選
挙
速
報
を
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1で

今
年
は
統
一
地
方
選
挙
の
年

で
す

。4
月
7
日
は
東
京
都
知

事
選
挙

、4
月
2
1
日
は
足
立
区

議
会
鏃
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま

す
。区
で
は
従
来
、
本
庁
舎
(
千

住
)
お
よ
び
開
票
会
場
の
総
合

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
等
で
開
票

速
報
を
掲
示
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
の
統
一
地
方
選
挙
は

都
知
事
選
か
ら
当
日
の
投
票
状

況
と
、翌
日
の
開
票
状
況
を
「
あ

い
ネ
ッ
ト
2
1
」
で
い
ち
は
や
く

速
報
と
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

加
入
は
電
話
1
本
で

加
入

。資
料
ご
希
望
の
方
は

、

担
当
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い

。
経
費
は
、
加
入
料
1

万
5

千
円
の
ほ
か
、
使
用
料

が
毎
月
千
5
0
0円
か
か
り
ま
す

。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
)
広
報
課
あ
い
ネ
ッ
ト

2
1担
当

酋
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

ネットく ん

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ま
ち
づ
く

り
公
社

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
決
定

1
面
掲
載
③
の
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
選
定
の
際
に
は
、
多
く
の

皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た

。こ
の
マ
ー
ク
は
、
ま
ち
づ
く

り
の
「
M

」
と
足
立
区
の
「
A

」

を
組
み
合
わ
せ

、
ま
ち
づ
く
り

の
主
役
で
あ
る
区
民
と
区
、
公

社
の
協
力
協
働
を
正
三
角
形
で

表
現
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
公
社
で
は
、
こ

の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
も
と
に

ま
ち
の
快
適
環
境
の
創
造
と
区

民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
、
信

頼
さ
れ
る
公
社
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
応
援
し
て
く
だ
さ

い
。A

嬲
ま
ち
づ
く
り
公
社
V

1
面
の
答
え

①
-
の
、
②
I

⑧
、
③
I

⑥
、

④
I

②
、
⑤
I
⑤
、
⑥
I

⑧
、

⑦
I

⑧
、
⑧
I
⑩
、
⑨
I

⑩
、

⑩
-

⑤
、
⑩
―

②
、
⑩
I

⑧
、

⑤
―

○
、
⑩
I
①

情 報 コ ー ナ ー
区 役 所 は 第2 ・第4 土 曜 日 は お 休
み( 3 月 は9 日 と23 日) で す 。
ただし、文化・スポーツ施設等は開いています。

中央 図 書 館 講演 会
子どもとともに歩むよろこび

絵 本 と 紙 芝 居 を 描 く中 か ら

絵本 ぴ゙ーちゃんシリーズ。等で
おなじ みの絵本作家の ま゙ついのり
こさん。が、絵本を作るようになっ
たきっかけや子どもとともに歩んだ
道のり、絵本や紙芝居の魅力につい
て語ります。

日時3月9日( 土) 、午後2時～4時
定員110 人( 先着順)
費用 無料
申込方法 直接窓口または電話
場所・申込・問合せ先 中央図書館

03840 ―4646

足 立 区 職員研修所公開講座
自治体大学「行財政学」

都市の自治と都区制度改革
第22次地方制度調査会の答申を受
けて、特別区が今後どう変わるのか。
また、答申の與現に向けての課題や
都市の自治について研究し ます。
日時・内容 下表のとおり
定員50 人程度

費用 無料
申 込方法 電話予約
申 込期限3 月2 日
場所・申込・問合せ先 足立又脂貝
石刑廡鏐〒 〒120m 頼2 ―30―6

3602―8841

講義科目および講師

時間はい ずれも午後6 時30 分から午後8 時30 分

足立区写真展・写真募集

テーマe>I m ・・・「私の目で見た
足立」 【>2 部…「自由テーマ」
対象 どなたでも応募できます
サイズ 各部共、白黒・カラー四
つ切以上全紙まで く組写真は四
つ切1 組3 枚以内)
会期3月21日～25日
会場 西新井区民ギ ャラリー( 西
新井ニチイ4 階)

申込方法 直接会場へ作品を搬入
し 受け付け
搬入日時3月21日〔祝〕、午前10　
時～正午
問合せ先 足立区写真暃盟事務局
・yjり03881 一〇120 また1ま・
本庁舎( 千住) ・文化振興係
83882 ―111l ( t t )

足立ジュニア吹奏楽団

演 奏 会
区 内の 月ヽ学 校4 年 生力丶ら6 年藍t弖

を 対 象に 発足 し た、 足立 ジ ュニ ア
吹 奏 楽 団 の第1 回 演 奏 会を 開 催 し

ます。
ご 家族 で、ぜひ お 越し く ださ い。

日 時3 月10 日( 日) 、 午 後2 時

場 所 五 反 野小 学 校体 育館( 無 料)

※ 近 々新 入団 員( 現 在' 3 年 生) を
募 集し ます。
問 合 せ先 本庁 舎( 千 住) ・文 化
振 興係C3882 ―l l l l f f t )

青年センターの催し
遊・遊セミ ナ ー/ 手打ちそば入門

おいしい手打ちそばを作ってみま
せんか。
日1時3 月13・22・29日( 全3 回) 。
午1変7β か～9E昨

対象 青年男女
定員30 人
費用 教材実費各回600円程度
申込方法 往復ハガキに住所、氏名。
年齢、「手打ちそば入門」係と明記

申込期限3 月5 日消印有効

親と 子 の楽しいリ ズム遊 び

親子で楽しめるリズム遊びを覚え
てみませんか。
日時3月7・23日、午前10時～正午
定員50 人( 先着順)
費用 無料
申込方法 電話予約
※ 動きやすい服装を用意し てくださ

い。

講座/ アジアを知ろう

近くにあり ながら意外に知らない
アジアの国々のことを、講演会など
を通して学びます。
日時3月8・15・22・29日( 毎週　
金曜日、全4回) 、午後7時～9時
対象 青年男女
定員30 人
費用 無料
申込方法 電話予約

親子 で遊べる し かけ絵本

だれでも簡単にでき、親子で楽し
めるし かけ絵本を作ります。
日時3月15・29日、午前1C畤～正牛

定員50 人( 先着順)
費用 材料費各回500円
申込方法 電話予約

子育 てサロ ン

子育てについて、いっしょに学び
合いませんか。
3 月のテ ーマF やる気を 育て る

一 私の子育て論」
日時・内容[ >3月13日…講演会　
( 講師・上智大学教授竹内濟氏) 　
[ >3月27日…助言者、アドバイザ　
ーとともに話し合い。いずれも午　
前10時～正午

定員80 人( 先着順)
費用 無料
申込方法 当日直接会場へ
※ 保育も行っています。お問い合わ
せください。

シネサロン/
「K- 9 」友 情に 輝く 星

はみだし刑事とシェパードが麻薬
組織を追いつめていくアクションコ
メディー。
日時3 月6 日( 水) 、午後7 時
定員100 人
費用 無料
亰整理券は窓口で配布しています。
- いずれも一

場所・申込・問合せ先 青年センタ
ー( 大師前駅前) 〒123西新#1　
―4 ―17c3890 ―0061

西部文化祭

児童館・老人館の日ごろの活動
の展示や発表のほか、地域の皆さ
んも参加した楽しい文化祭です。
ぜひ、おいでください。
日時3月1・2・3日。午前10　
時～午後4時口日は午後1時　
開始)
内容[ >作品展示( 生花・手芸等) 　
・・・1日～3日じ>桃山社中によ　
る現代舞踊公演・・・1日。午後1　
時開場l > 発表会( 人形劇・コ
ーラス等) ・・・2日、午後1 時30　

分[ > その他、手づくりコーナ
一等

場所・問合せ先 西部児童館・老
人館 鹿浜2 ―24―2

03897 ―5016RECYCLEPAPER
―森林資源を大切に―

N. Ta. Se. T. 240, 000


